
■伊勢崎市のホームページ　http://www.city.isesaki.lg.jp 
■人口と世帯（7月1日現在）●人口209,933人（男105,047人・女104,886人）●世帯数 77,590戸 

広報  No. 200763

７月16日、今年も本町通り周辺が、商店街の各店や保育所・幼稚園・小学校の子どもたちなどによ
って作られた七夕飾りで彩られました。特大の大玉飾りや色とりどりの七夕飾りは、台風一過の夏空
を華やかに演出し、訪れた大勢の家族連れや浴衣姿の子どもたちの目を楽しませていました。 

◆主な内容◆ 

8. 1

総合計画のあらまし ③ ････････････････････p.2～3 
ふくしプラザフェスティバル ････････････････p.4～5 
いせさき花火大会・伊勢崎利根川花火大会 ･･････p.6

市政懇談会が開催されました ･･･････････p.7 
市立中等教育学校 
住民説明会懇談会を開催します ････････p.10



 

●子育てと仕事の両立に向けた支援をはじめ、多様な子育てサービ

スの提供に努めます。 

　「ファミリー・サポート・センター」を充実するとともに、「子育

て支援プラザ」を新設し、総合的な案内窓口として子育てに関

する情報の提供、相談などを円滑に行い、子育て家庭への支援

を強化します。 

●放課後における児童の健全な育成に努めます。  

　児童館の運営に指定管理者制度を段階的に導入するとともに、

放課後児童クラブの整備・充実を進め、保護者の就労形態に合

わせて利用できる支援事業を拡大します。 

●高齢者に対して孤独感の解消や心身の機能低下の予防する

ため、相談・支援体制の充実に努めます。  

　ひとり暮らしや要介護状態になる恐れのある高齢者を対象に、

健康体操、創作や趣味活動に取り組むミニデイサービス事業を

行う町内を拡充します。 

●「第3期高齢者保健福祉計画」に基づき、各種老人福祉施設

の計画的な整備を推進します。  

　養護老人ホームやふくしプラザなどの高齢者福祉施設を計画

的に改修するとともに、特別養護老人ホームなど民間福祉施設

の整備を促進します。 

子育てしやすく、 
誰もが自立して暮らせるまちをつくる 
～ 子育て支援・元気な高齢者づくり ～ 
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施策の目標 
項　　　目 基　準　値 現　状　値 計画策定時の目標値 

が ん 検 診 受 診 率  

体育施設の年間利用者数 

高齢者に占める介護認
定者の割合 

14.0％（平成16年度） 

16.4％（平成17年度） 

743,602人 
　　　　　（平成16年度） 

15.2％（平成18年度） 

15.6％（平成18年度） 

781,059人 
　　　　　（平成18年度） 

30.0％（平成22年度） 

18.5％（平成22年度） 

800,000人 
　　　　　（平成22年度） 

施策の目標 

※ミニデイサービス事業を実施している行政区の割合 

項　　　目 基　準　値 現　状　値 計画策定時の目標値 
通常保育の受け入れ幼
児数 

17％（平成17年度） 

5,993人 
　　　（平成17年度） 

238,552人 
　　　（平成16年度） 

児童館・児童センター
の年間利用者数 

25％（平成18年度） 

6,390人 
　　　（平成19年度） 

262,669人 
　　　（平成18年度） 

35％（平成22年度） 

6,390人 
　　　（平成22年度） 

262,400人 
　　　（平成22年度） 

ミニデイサービス事業
の実施率 ※ 

▲ 放課後児童クラブは子育て支援の大切な柱

▲ 真剣な表情で外科手術前検討会を行う医師（市民
病院）

▲ ミニデイサービスで生きがいと元気を

●がん検診の受診率の向上を図ります。 

　死亡原因の１位に占めるがんについて、早期発見や進行がん

による死亡を減少させるため、がん検診の周知に努め、検診受

診率の向上を図ります。 



●市民が「自分の健康は自分で守る」ことを自覚し、身近な場

所で手軽な方法により運動ができる機会を拡大します。 

　健康意識の啓発やウオーキング習慣の普及に努めるとともに、

各町内で取り組んでいるミニデイサービス事業にＡＤＬ（日常生

活動作能力の向上）体操教室を導入します。 

●市民病院の救急医療体制の充実と、高度で専門的な医療体

制の整備に努めます。  

　集中治療室を増床するとともに、末期がんなどの患者の身体

的・精神的な苦痛を和らげる緩和ケア病棟を整備します。 

●スポーツを通じた生きがいづくりなどで健康の増進に努める

とともに、参加者相互の交流機会の拡大を図ります。  

　余暇時間の増大や高齢化の進行などの背景を受けて、「市民

スポーツの日」や「市民レクリエーション・スポーツ祭」などへの

参加を促進し、健康・体力づくりへの意識の高揚を図ります。 

●介護保険制度の安定的な運営と、高齢者が自立した生活を送

れるよう介護予防を展開します。  

　迅速な介護認定、適正な保険給付など介護保険制度の円滑な 

運営に努めるとともに、地域包括支援センターを拠点に健康診

断や訪問指導などの地域支援事業を通じて介護予防のための

支援を行います。 

いつまでも健康に暮らせるまちをつくる 
～ 健康づくりと医療の充実 ～ 
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総合計画のあらまし 笳

市民の幸せの実現には、市民が心身ともに元気で、健康を維持していくことが必要です。その
ため、保健や医療の充実を図るとともに、身近な運動に親しむことや介護予防を推進するなど健
康づくりの支援に努めます。また、地域で子育てしやすい環境づくりを進めるとともに、高齢者
が生きがいを持ち地域社会に貢献できる環境づくりにも取り組みます。
なお、詳細は、市ホームページ・市民情報コーナー（本庁本館１階）・企画調整課・各支所情

報提供コーナー・各図書館などでもご覧になれます。 問い合わせ 企画調整課（内線2404）

将来都市像  20万市民が健康で安心して暮らせる県央都市　いせさき 

Ⅱ 
Ⅲ Ⅳ 

基

本

構

想

 

基
本
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基
本
政
策 

 
市民が安心安全に 
暮らせるまちをつくる 

～安心・安全なまちづくり～ 

 
市民と産業を支える 
活力あるまちをつくる 

～活力ある20万都市づくり～ 

4 
いつまでも
健康に暮ら
せるまちを
つくる 

5 
子育てしや
すく、誰も
が自立して
暮らせるま
ちをつくる 

6 
安心して安
全に暮らせ
る社会をつ
くる 

7 
良好な環境
と循環型社
会を形成す
る 

Ⅰ 
 

市民と協働して 
自立するまちをつくる 

～20万人の協働まちづくり～ 

1 
自立した都
市経営を確
立する 

2 
市民ととも
に協働･共
生のまちを
つくる 

3 
創造力ある
人材と地域
の歴史をは
ぐくむ 

8 
市民が快適
に生活でき
る基盤をつ
くる 

9 
活力ある産
業とにぎわ
いのあるま
ちをつくる 

▲ 「はつらつ健康教室」で心も体も健康に
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日
ご
ろ
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
成
果
を
発
表
す
る
た
め
、「
第
15
回
ふ
く
し
プ
ラ

ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
作
品
の
展
示
や
芸
能
発
表
、
さ

ま
ざ
ま
な
競
技
な
ど
の
楽
し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
期
間
中
は
、

福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
を
一
般
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
に
乗
り
合
わ
せ
か
、
無
料
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
（
蕁

（26）
7
7
3
3
）

期
日

９
月
８
日
（
土
）

※
小
雨
決
行

時
間

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

会
場

安
堀
河
川
公
園

●
参
加
者
募
集

定
員

50
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み

８
月
10
日
（
金
）
か

ら
18
日
（
土
）
ま
で
に
ふ
く
し
プ

ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

の
真
鍋
克
己
さ
ん
（
蕁
（24）
３
７
９

１
）

期
日

９
月
12
日
（
水
）

※
小
雨
決
行

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

ラ
ブ
リ
バ
ー
親
水
公
園
う

ぬ
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

●
参
加
者
募
集

定
員

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

８
月
10
日
（
金
）
か

ら
17
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ふ
く

し
プ
ラ
ザ
へ

期
日

９
月
８
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時●
参
加
者
募
集

定
員

一
般
＝
16
人
、
小
学
生
以

下
＝
16
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

８
月
13
日
（
月
）
か

ら
20
日
（
月
）
ま
で
に
直
接
ふ
く

し
プ
ラ
ザ
へ

期
日

９
月
９
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時●
参
加
者
募
集

定
員

一
般
＝
60
人
、
中
学
生
以

下
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

８
月
13
日
（
月
）
か

ら
20
日
（
月
）
ま
で
に
直
接
ふ
く

し
プ
ラ
ザ
へ

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

期
間

９
月
12
日(

水)

か
ら
17
日

（
祝
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
17
日
は
正
午
ま
で

来
館
者
に
よ
る
投
票
を
行
い
、

優
秀
作
品
を
決
定
し
ま
す
。
上
位

の
作
品
に
は
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

※
投
票
期
間
は
14
日
（
金
）
ま
で

●
投
句
者
募
集

投
句
は
未
発
表
の
も
の
で
、
自

由
詠
を
１
人
１
句
と
し
ま
す
。

申
し
込
み

８
月
10
日
（
金
）
か

ら
17
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ふ
く

し
プ
ラ
ザ
へ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

サ
ー
ク
ル
作
品
展

川
柳
・
俳
句
大
会

将
棋
大
会

囲
碁
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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ふくしプラザフェスティバル

期
日

９
月
16
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時●
参
加
者
募
集

定
員

45
人
（
組
）（
先
着
順
）

※
１
種
目
４
分
程
度

※
団
体
の
場
合
は
、
申
し
込
み
の

と
き
に
名
簿
を
一
緒
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

申
し
込
み

８
月
10
日
（
金
）
か

ら
17
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ふ
く

し
プ
ラ
ザ
へ

期
日

９
月
13
日
（
木
）
・
15
日

（
土
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
員

時
田
徳
子
さ
ん

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

期
日

９
月
13
日
（
木
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

期
日

９
月
14
日
（
金
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

伊
勢
崎
鍼し

ん

灸
き
ゅ
う

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

会
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
は
り
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を

行
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒

し
ま
せ
ん
か
。

期
日

９
月
13
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
11
時

定
員

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
30
分

か
ら
直
接
会
場
へ

芸
能
発
表
会

お
と
し
よ
り
な
ん
で
も
相
談

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

卓
球

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

福祉講演会 ～元気で生きるために～ 

期日　9月15日（土） 

時間　午後1時30分～ 

　　　　　　　　3時30分 

講師　松井俊雄さん 

　（市養護老人ホーム園長） 

参加料　無料 

申し込み　当日直接会場へ 

▲ 松井俊雄さん 

写真①　芸能発表会では、高齢者や障
害のある人などたくさんの出演者によ
り、日ごろの活動の成果が披露されます

写真②　囲碁・将棋大会では、世代を
超えた真剣勝負が繰り広げられます 笊

笆

▲ マッサージで心も体もリラックス

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
期
間
中
、福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

を
一
般
開
放
し
ま
す
。
ま
た
、
60

歳
以
上
の
人
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
浴
室
・
交

流
室
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

期
間

９
月
12
日(

水)

か
ら
17
日

（
祝
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
浴
室
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

30
分
で
す

●
福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

福
祉
や
医
療
に
関
す
る
図
書
の

ほ
か
、
雑
誌
や
新
聞
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
目
の
不
自
由
な
人
に
も
読

み
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
大

活
字
本
も
あ
り
ま
す

※
貸
し
出
し
は
し
て
い
ま
せ
ん

●
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

運
動
機
能
の
向
上
な
ど
の
た
め
、

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
10
種
類
の
運

動
器
具
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

●
浴
室

窓
か
ら
の
眺
め
も
良
く
、
男
性

用
・
女
性
用
と
も
脱
衣
室
を
含
め

て
50
裃
の
広
さ
が
あ
り
ま
す

●
交
流
室

ス
テ
ー
ジ
が
完
備
さ
れ
た
和
室

で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
通
し
て
、

来
館
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す

施
設
を
一
般
開
放
し
ま
す
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スターマインを中心に3万発の花火が音楽
に合わせて絶え間なく打ち上げられます。
全国に名を知られたいせさきの花火をお楽

しみください。
時間 午後7時～8時30分
観覧場所 西部公園・スポーツ広場ほか
※華蔵寺公園遊園地の大観覧車「ひまわり」
を午後9時まで営業します
問い合わせ 文化観光課（内線3354）

案内図

関東随一といわれる特大の正3尺玉をはじ
め、正2尺玉、大スターマイン、空中ナイヤ
ガラなど迫力満点の大型花火が打ち上げられ
ます。
時間 午後7時15分～8時15分
※午後7時開会

観覧場所 上武大橋上流、利根川と広瀬川の
合流地点付近の広瀬川左岸・利根川右岸
問い合わせ 群馬伊勢崎商工会

（蕁76－1560）

案内図

境島小学校 

境南中学校 

至深谷 

境支所 

中島橋 

打上会場 利根川 

観 覧 場 所  

観 覧 場 所  

境東小学校 
至太田 

上
武
大
橋
 

伊
勢
崎
深
谷
線
 

境町駅 
東武伊勢崎線 

上武道路 

国道354号線 

世良田駅 

JR両毛線 

龍宮橋 

病院 

市民病院 

打上会場 

観 覧 場 所  
スポーツ広場 西部公園 

広 瀬 川  

病
院
 

オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
 至

前
橋
 

法
務
局
 

至
市
内
 

駒
形
バ

イ
パ
ス

駒
形
バ

イ
パ
ス

至本庄 

三
ツ
家
橋
 

北部環状線 
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たくさんのご質問・ 
ご意見をいただきました 
 

たくさんのご質問・ 
ご意見をいただきました 

市政懇談会を開催 

7月2日・5日・10日・11日、市政懇談会が、市内の

11公民館で開催されました。この懇談会は、市の総合計画

や主要事業を広く市民の皆さんに知ってもらうために今年

度初めて開催されたものです。各会場で市政に対して熱心

な意見交換が行われましたので、その一部を紹介します。

なお、詳細は、市ホームページ、市民情報コーナー（本

庁本館１階）、企画調整課、各支所情報提供コーナー、各図

書館などでもご覧になれます。

問い合わせ 企画調整課（内線2404）

市の財政 1
●総合計画による8年間の事業計画を進めるうえで、財政面は
大丈夫ですか。 
　財政計画により、公債費などを考慮し、健全な財政運営を行い
ます。 

緑化フェア 2
●緑化フェアのために私たちができることはありますか。 
　メイン会場での花壇づくりや菜の花畑の種まき、会場運営ボラ
ンティアとして花壇の手入れ、街なか会場でのプランターによる
修景、まちかど花壇の制作などがあります。 

中等教育学校 3
●中高一貫教育はどのような効果がありますか。 
　6年間を通じて、中等教育学校ならではの特色ある教育課程を
編成することで、知性を伸ばし豊かな人間性を養うことができま
す。 

市民憲章と都市宣言 4
●新たな市民憲章・都市宣言は、どのように市民へ周知するので
すか。 
　これまで、広報紙により周知してきましたが、今後は、さまざ
まな啓発資料などを作成し周知もしていきます。 

連続立体交差化事業 5
●駅の立体化事業と区画整理の
進捗状況を教えてください。 
　今後5年間を目標に事業を進
めています。駅周辺事業の開発
状況は、主に駅の南側で駅周辺
第一土地区画整理事業、駅の北
側で駅周辺第二土地区画整理事
業を進めています。 

東毛広域幹線道路の整備 6
●国道をなぜ市の負担で整備するので
すか。 
　境工区分の2.85ｋｍの整備区間は、
市の活性化を促す上で、非常に重要な
道路となっており、多くの市民から早期
開通が望まれているため、約半分の
1.45ｋｍについて、市の負担で整備を
進めています。 

給食費の滞納 8
●給食費の滞納状況と対策を教えてください。 
　給食費は口座振替で納めることになっていますが、現在の滞納
額は市全体で約2,000万円です。対策としては、戸別訪問によ
る徴収を行っています。 

庁舎東館の建設 7
●庁舎東館はどんな庁舎になりますか。 
　面積が約6,000裃の5階建てです。１階にはコミュニティ広
場を設けて、災害時には避難スペースとして使用します。2階か
ら4 階が事務スペース、5階は会議室です。 

▲ 会場を埋めつくす参加者

▲ 熱心に質問する参加者

▲ 宮郷公民館での様子
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市民病院では、来年4月採用の職員採用試験を次のとおり行います。試験
案内および試験申込書は、市民病院2階総務課で交付しています。また、病
院ホームページ（http://www.hospital.isesaki.gunma.jp/）からも印刷で
きます。なお、郵送による書類の請求や受付はできませんので、受験者本人
または代理人が直接手続きをしてください。

書類の提出・問い合わせ 市民病院総務課（蕁25－5022）

本市では、来年4月採用の職員採用試験を次のとおり行います。
試験案内および試験申込書は試験区分に応じた場所で交付して
います。また、市ホームページからも印刷できます。
書類を郵送で請求する場合は、封筒に試験区分を朱書きし、

切手140円分をはった返信用封筒（A4が入るサイズ）を同封し
てください。
申込書類は、原則として受験者本人が持参してください。持

参できない場合は、代理または郵送でも受け付けます。

試験日 9月16日（日）
※第1次募集に応募した人は受験できません

書類の提出・問い合わせ 〒372－8501 今泉町二丁目410番地
●事務Ⅱ・実務経験者（1級建築士）は職員課（内線2312）
●幼稚園教諭は学校教育課（内線2435）

申込書交付・受付期間 8月1日（水）から31日（金）まで
※土・日曜日は除きます

受付時間 午前9時～午後5時
職種・採用予定人員
①看護員（助産師・看護師・准看護師）40人程度
②診療放射線技師　1人
③作業療法士　1人
④臨床心理士　2人
⑤薬剤師　1人

住所要件 通勤ができる範囲に住んでいる人

受験資格
①看護員＝昭和42年4月2日以降に生まれた人で、必要な
免許を有する人または取得見込者
②診療放射線技師・③作業療法士・④臨床心理士・⑤薬剤
師＝昭和52年4月2日以降に生まれた人で、必要な免許を
有する人または取得見込者
試験日 9月15日（土）
※詳細は本人あてに通知します

試験方法 専門試験・作文試験・面接試験
給与その他の条件 市の条例などの規定によります

事　務　Ⅱ 

実務経験者 
（1級建築士） 

 

幼稚園教諭 

2人 

2人 

2人 

試験区分 受験資格 

昭和59年4月2日から平
成2年4月1日までに生ま
れた人（大卒・大卒見込み
の人は応募できません） 
 

申込書交付 
期　　　間 

8月1日（水）か
ら17日（金）ま
での午前8時
30分～午後5
時15分（土・日
曜日は除きます） 

申込書交付 
場　　　所 

職員課または
各支所庶務課 

学校教育課ま
たは各支所教
育課 

職員課 

学校教育課 

申込書受付 
期　　　間 

申 込 書  
受付場所 

採用予定 
人 員  

8月10日（金）
から17日（金）
までの午前8時
30分～午後5
時15分（土・日
曜日は除きます。
郵送の場合は
17日の消印ま
で有効） 

昭和47年4月2日以降に
生まれた人で1級建築士
の資格を有する人 

昭和53年4月2日から昭
和63年4月1日までに生
まれた人で、幼稚園教諭
普通免許状を有する人ま
たは取得見込者 
 

（第2次募集）
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本
市
で
は
、
来
年
4
月
採
用
の
消
防
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
試
験
案
内
お
よ
び
採
用
試
験
申
込
書
は
、
消
防

本
部
総
務
課
ま
た
は
管
内
の
消
防
署
・
各
分
署
で
交
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

書
類
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
に
試
験
区
分
を
記
入

し
、「
消
防
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
た
う
え

で
、
切
手
1
2
0
円
分
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
4
が
入
る
サ

イ
ズ
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類
は
原
則
と
し
て
受
験
者
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

試験区分 採用予定人員 

大卒 

高卒程度 

救急救命士 

3人 

3人 

3人 

受験資格 

昭和55年4月2日以降に
生まれた人で、大卒以上
または大卒見込みの人 

昭和 59年 4月 2日以
降に生まれた人で高卒
以上または高卒見込み
の人 
※大卒以上または大卒
見込みの人は受験でき
ません 

昭和 55年 4月 2日以
降に生まれた人で救急
救命士免許を有する人
または取得見込者 
※未取得の場合、採用
は取り消します 

申
込
書
交
付
・
受
付
期
間

８
月

１
日
（
水
）
か
ら
24
日
（
金
）
ま

で※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

１
次
試
験
日

９
月
16
日
（
日
）

試
験
会
場

伊
勢
崎
敬
愛
看
護
学

院
（
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院
北

隣
）
ほ
か

給
与
そ
の
他
の
条
件

市
の
条
例

な
ど
の
規
定
に
よ
り
ま
す

書
類
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ

消

防
本
部
総
務
課
（
〒
３
７
２
―
０

０
３
１
　
今
泉
町
二
丁
目
８
９
５
、

蕁
（25）
３
５
１
１
） 消

防
職
員

消
防
職
員
を 

　
　
募
集

　
　
募
集
し
ま
す

し
ま
す 
消
防
職
員

消
防
職
員
を 

　
　
募
集

　
　
募
集
し
ま
す

し
ま
す 
消
防
職
員
を 

　
　
募
集
し
ま
す 

ゴマ風味の甘酢は疲
労回復・食欲増進に
効果があります。暑
い夏にぴったりのメ
ニューです。 

缶詰などのホールコ

ーンを入れると、甘味

が増して一層おいしく

なりますよ。 

笊　春雨は、熱湯で3～4分ゆで、ザルにあげ水
にさらしておく。 
 
笆　ニンジン・キュウリは千切りにし、塩をふ
ってもみ、水気を切っておく。ロースハムも
千切りにする。 
 
笳　ボウルにAを入れ、よく混ぜ合わせる。 
 
笘　笳のボウルに、春雨・ニンジン・キュウリ・
ロースハムを入れ、よくなじませて、できあ
がり。 

春雨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０ｇ 

ニンジン ・・・・・・・・・・・・中１／４本 

キュウリ ・・・・・・・・・・・・・中１／２本 

ロースハム ・・・・・・・・・・・・・・・1枚 

塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 

 

　　上白糖 ・・・・・大さじ１と１／２ 

　　こいくちしょうゆ ・・・大さじ１ 

　　酢 ・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２ 

　　ゴマ油 ・・・・・・・・・・・小さじ１ 

 

A
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「
吾わ

れ

日
に
吾わ

が
身
を
三
省
す
。

人
の
た
め
に
謀は

か

り
て
忠
な
ら
ざ

る
か
。
朋ほ

う

友ゆ
う

に
交
わ
り
て
信
な

ら
ざ
る
か
。
習
わ
ざ
る
を
伝
う

る
か
」

こ
の
言
葉
は
、
論
語
に
孔
子

の
弟
子
、
曽そ

う

子し

の
言
葉
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
他
人
の
こ
と

を
考
え
て
行
動
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
常
に
自
分
を
見
直
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
よ
そ
２
千
年
前
の
言
葉
で

す
が
、
こ
う
し
た
謙
虚
な
心
の

見
直
し
が
、
現
代
社
会
に
と
っ

て
重
要
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

物
は
豊
富
に
な
り
、
生
活
は

便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
間

の
心
は
む
し
ろ
貧
し
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

原
因
は
一
概
に
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
他
人
の
こ
と
を
考
え
な

い
、
自
己
中
心
的
な
態
度
の
結

果
で
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

自
己
中
心
的
な
態
度
を
改
め

て
成
功
し
た
、
次
の
よ
う
な
事

例
が
あ
り
ま
す
。

フ
ロ
リ
ダ
州
出
身
の
マ
ラ
ベ

ル
・
モ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
、
結
婚

生
活
の
不
和
か
ら
離
婚
を
決
意

し
ま
し
た
。
し
か
し
離
婚
の
直

前
、
夫
と
の
関
係
を
見
直
し
４

Ａ
を
実
施
し
ま
し
た
。
４
Ａ
と

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

●
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｐ
ｔ
　
相
手
を
受

け
入
れ
る
こ
と

●
Ａ
ｄ
ａ
ｐ
ｔ
　
　
相
手
の
立

場
で
考
え
、
相
手
に
合
わ
せ
る

こ
と

●
Ａ
ｄ
ｍ
ｉ
ｒ
ｅ
　
良
い
点
を

口
に
出
し
て
褒
め
る
こ
と

●
Ａ
ｐ
ｐ
ｒ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｅ
　

さ
さ
い
な
事
で
も
感
謝
の
意
思

表
示
を
す
る
こ
と

こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
離
婚

の
危
機
は
解
消
さ
れ
、
そ
の
経

験
を
基
に
し
た
著
書
は
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

４
Ａ
は
人
間
関
係
を
円
滑
に

す
る
効
果
が
あ
り
、
ま
ず
自
分

か
ら
と
い
う
気
持
で
実
践
し
た

い
も
の
で
す
。

も
う
一
度
人
間
だ
け
が
で
き

る
心
の
見
直
し
を
行
い
、
住
み

よ
い
人
権
の
ま
ち
に
し
ま
し
ょ

う
。

（
人
権
課
）

「ごめんね」と言える勇気があるといい（赤堀小　金子真美さん）

新しい教育制度で位置づけられた、中高一貫教育を行う

中等教育学校の特色や、本市で設置する中等教育学校の教

育方針や教育内容、施設・設備などの概要について、広く

市民の皆さんに理解を深めていただくため、住民説明懇談

会を開催します。この機会に、皆さんからの意見や提案を

いただきたいと思います。ぜひご参加ください。

※小学生の保護者を対象とする説明会は、後日、市内小

学校別に開催する予定です

問い合わせ 教育プラン推進担当課（内線2412）

開催日程 
期　　日 

8月20日（月） 

8月22日（水） 

8月23日（木） 

8月24日（金） 

9月19日（水） 

9月20日（木） 

9月21日（金） 

9月26日（水） 

9月27日（木） 

対　象　地　区 

殖蓮中学校地区 

赤堀中学校地区 

あずま中学校地区 

境北中学校・境西中学校・境南中学校地区 

第一中学校地区 

第二中学校地区 

第三中学校地区 

第四中学校地区 

宮郷中学校地区 

会　　　場 

殖蓮公民館 

赤堀公民館 

あずま公民館 

境公民館 

南公民館 

名和公民館 

三郷公民館 

豊受公民館 

宮郷公民館 

時　　　間 

 

 

 

 

午後7時～8時 

▲ 中等教育学校に生まれ変わる市立伊勢崎高等学校
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期日 9月1日（土）
時間 午後1時30分
～2時30分

対象 小学生とその保護者
※お父さんの参加を歓迎します

講師 飯塚千砂さん
申し込み 開始10分前から

施設の概要 図書室・ゆうぎ室・卓球・
バドミントン・サッカー・バスケット
ボールなど

期日 8月18日（土）・19日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 よくはずむボールを作ります
申し込み 各日とも時間内

期日 8月25日（土）・26日（日）
時間 午前10時～午後4時
内容 鈴などを組み合わせて遊びます
申し込み 各日とも時間内

期間 8月20日（月）から
9月2日（日）まで
※休館日を除きます

時間 午前10時
～午後5時30分

申し込み 各日とも時間内

期日 8月23日（木）
時間 午後2時30分～4時
内容 空気砲で遊びます
対象 小学生以上
定員 60人（先着順）
申し込み 8月7日（火）から直接または
電話

期日 8月25日（土）
時間 午後2時～3時
※お父さんの参加を歓迎します

申し込み 開始10分前から

期日 8月12日（日）
時間 午後2時開始
内容 ベーゴマやコマを回して遊びます
申し込み 開始10分前から

期日 8月18日（土）
時間 午前9時30分～正午
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
講師 須田欣次さん
参加料 350円
※材料費を含みます

申し込み 8月11日（土）から直接また
は電話

期日 8月19日（日）
時間 午後2時開始
対象 小・中学生
定員 30人（先着順）
内容 年齢で2つのグループに分かれて、
オセロをします。各グループの3位まで
に賞状と賞品が出ます
申し込み 開始10分前から

今月の投影番組
テーマ 夏の天の川で星座めぐり
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回
夏休み期間内の平日＝午後1時30分・
4時の2回

期日 8月11日（土）
時間 午後1時30分開始
参加料 初回100円　
申し込み 開始10分前から

伝承遊び ふうせんボールを作ろう

ドミノで遊ぼう

牛乳パックのウサギの鳴子作り

プラネタリウム

サタデーパパ～けん玉教室～

陶芸教室

オセロ大会

前期達人会～ベーゴマ・コマ・けん玉を楽しもう～ みんなであそぼう～スタンプラリーで児童館めぐり～

お詫びと訂正
7月16日号の「8月の各種相談」

の児童家庭相談の中で、期日・会場
に誤りがありました。お詫びして訂
正します。
正しくは次のとおりです。
1日（水）＝児童センター
15日（水）＝境児童センター
22日（水）＝児童センター
29日（水）＝きく児童館

わいわいクラブ～移動児童館～
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７月14日、市民プールと境プールが同
時オープン。本格的な夏の到来を待ち
わびていた大勢の親子連れなどが来
場し、水しぶきをあげながら泳いだり、
ウオータースライダーを滑ったりしな
がら、夏の休日を楽しんでいました。 

夏
本
番
が
 

　
や
っ
て
来
た

▲ みんなで楽しくひと泳ぎ（市民プール）

蜷

健
康
こ
い
の
ぼ
り
に
は
自
分
の
好

き
な
花
の
絵
を

７月16日、「いせさき七夕
まつり」が本町通りを中心
に盛大に開催され、きらび
やかな七夕飾りが飾り付け
られました。また、共催イベ
ントとして刀刻の展示や健
康こいのぼり作り（全国都市
緑化ぐんまフェアinいせさ
きPR）などが行われ、たく
さんの人でにぎわいました。 

きらびやかな 
七夕飾りに心奪われて 

蜻

刀
刻
の
説
明
に
聞
き
入
る
見
学
者
（
い
せ
さ
き
明
治
館
）

▲ 七夕飾りの審査をするミスひまわり
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▲ 浄水施設の説明を熱心に聞く皆さん

７月６日、公募の市民によ
る「市有施設見学会」が開
催されました。参加した皆
さんは、第二学校給食調理
場での給食の試食をした
ほか、清掃リサイクルセン
ター21や竜宮浄水場、オー
トレース場を見学し、市政
への理解を深めていました。 

市有施設を１日見学 

▲ はしご車は水難救助のときにも活躍が期待される

蜷

登
壇
し
た
矢
内
市
長
を
前
に
隊
員

の
士
気
も
高
ま
る

７月７日、「少年の主張」
市大会が市民プラザで
開催され、各中学校の代
表11人による発表があ
りました。今の私を、未
来の僕をしっかり見つ
めた主張は信念と決意
に溢れ、聴衆の心にも響
いたその思いは多くの
感動を誘っていました。 

今の私を、 
　　　未来の僕を 

自
然
の
中
で
子
ど
も
交
流

７月７・８日、「都市地方連携
推進事業」が開催されました。
本市の子どもたちと長岡市（寺
泊地区）・台東区の子どもた
ち合計57人が参加し、ミニ
盆栽作りや田植え体験、ジャ
ガイモ掘り体験などを通し
て交流を深めていました。 

７月８日、「市水防訓練」が境広瀬
川緑地で行われました。訓練には
消防署員や消防団員など約300
人参加し、今後予想される台風の
上陸や集中豪雨などによる水害に
備えた本番さながらの訓練に、真
剣な表情で取り組んでいました。 

水害に備えて 

蜻

泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
体
験

▲ 堂々とした力強い発表
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幼
稚
園
・
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
の
臨
時
教
職
員
（
教
諭
・
養

護
教
諭
・
事
務
職
員
・
栄
養
職
員

非
常
勤
講
師
）
の
登
録
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
英
語
科
お
よ
び
小
学
校
・
幼
稚

園
へ
の
勤
務
を
希
望
す
る
登
録
者

が
特
に
不
足
し
て
い
ま
す

勤
務
時
間

１
日
８
時
間

※
小
学
校
に
勤
務
す
る
非
常
勤
講

師
は
１
日
７
時
間
勤
務
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

学
校

教
育
課
（
内
線
２
４
３
５
）

期
日

８
月
27
日
か
ら
平
成
20
年

３
月
24
日
ま
で
の
第
４
月
曜
日（
全

８
回
）

※
９
月
・
12
月
は
第
２
月
曜
日

時
間

午
前
10
時
開
始

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

内
容

コ
ー
ス
タ
ー
か
ら
始
め
、

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
、
マ
フ
ラ
ー
ま
で
順
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す

参
加
料

無
料

※
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す

●
コ
ー
ス
タ
ー
＝
３
枚
５
０
０
円

●
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
＝
１
、
０

０
０
円

●
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
＝
２
、０
０
０
円

●
マ
フ
ラ
ー
＝
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

絣
の

会
会
長
の
井
上
い
く
さ
ん
（
蕁
（25）

５
８
４
９
）

文
化
庁
委
嘱
団
体
で
あ
る
伝
統

文
化
活
性
化
国
民
協
会
の
選
定
事

業
と
し
て
、
伝
統
文
化
の
素
晴
ら

し
さ
を
子
ど
も
に
伝
え
る
た
め
に

日
本
舞
踊
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

８
月
19
日
か
ら
平
成
20
年

３
月
ま
で
の
第
１
・
３
日
曜
日
（
全

15
回
）

※
11
月
18
日
は
25
日
、
平
成
20
年

２
月
３
日
は
10
日
、
３
月
17
日
は

24
日
に
変
更
に
な
り
ま
す

時
間

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

会
場

茂
呂
公
民
館

対
象

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生

定
員

20
人

講
師

花は
な

柳や
ぎ

流
師
範
・
花
柳
昌

し
ょ
う

旦た
ん

（
川
島
和
美
さ
ん
）

参
加
料

１
、
２
０
０
円
（
足
袋

代
）

申
し
込
み

住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
年
齢
・
学
校
名
・
学
年
・

靴
の
サ
イ
ズ
を
記
入
し
、
８
月
13

日
（
月
）
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
郵
送
で
川
島
和
美
さ
ん
へ

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
８
２
３

今
井
町
３
７
７

問
い
合
わ
せ

川
島
和
美
さ
ん（
蕁

（23）
７
８
８
９
）

活
動
日

土
曜
日
（
月
４
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

対
象

幼
稚
園
児
・
小
学
生

内
容

将
棋
を
通
し
て
の
マ
ナ
ー

や
集
中
力
の
養
成
、
幼
老
交
流
大

会
な
ど
を
行
い
ま
す

講
師

木
村
孝
一
さ
ん
（
日
本
将

棋
連
盟
普
及
指
導
員
）
ほ
か

会
費

月
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

木
村

孝
一
さ
ん
（
蕁
（25）
５
４
７
７
）

活
動
日

火
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

宮
郷
公
民
館

講
師

高
柳
一
夫
さ
ん
、
高
柳
好

江
さ
ん

会
費

月
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

板
井

幸
司
さ
ん
（
蕁
（24）
５
２
３
８
）

■伊勢崎市役所 　24－5111 
■赤堀支所 　62－1151 
 
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311 
■境支所 　74－1111 
 

募
集 

臨
時
教
職
員
登
録
者
募
集

・

は
た
織
り
体
験
参
加
者
募
集

子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室

受
講
生
募
集

文
化
庁
支
援
事
業

伊
勢
崎
子
ど
も
将
棋
教
室

生
徒
募
集

宮
郷
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

43

ミスひまわり２００７
写真左から

高橋沙知子さん
西村　佐保さん
山田美菜子さん

ミスひまわり2007の3人が、初めての仕事となる「い
せさき七夕まつり」に臨みました。伊勢崎絣の着物を
身にまとい、美しい七夕飾りを審査して回った３人は、
訪れていた大勢の人たちの注目を集めていました。
初仕事を楽しく無事に終えた３人。高橋さんは「い

せさきまつりで、はっぴを着ておみこしの上に乗りた
い」、西村さんは「初市のときに行われる上州焼き饅祭
で巫

み

女
こ

さんの格好をするのが楽しみ」、山田さんは「ど
のイベントも３人で仲良く頑張りたい」とこれからの
抱負を語ってくれました。

（12ページを参照）



活
動
日

第
２
・
４
木
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

宮
郷
公
民
館

講
師

谷
口
佳
子
さ
ん

会
費

月
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

早
川

カ
ツ
子
さ
ん
（
蕁
（21）
１
５
２
０
）

期
日

８
月
25
日
・
９
月
１
日
・

８
日
・
15
日
・
22
日
・
10
月
６
日

の
土
曜
日
（
全
６
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

茂
呂
公
民
館

対
象

小
・
中
学
生

※
親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す

定
員

20
人

内
容

琴
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学

び
ま
す

講
師

千
葉
智
絵
さ
ん
、
国
安
友

紀
恵
さ
ん

参
加
料

４
、
０
０
０
円
（
爪
代
）

※
琴
・
楽
譜
は
用
意
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

10
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
茂
呂
公
民
館
（
蕁
（25）

２
６
７
１
）

期
日

９
月
５
日
（
水
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

定
員

15
人

内
容

水
餃
子
と
ダ
イ
コ
ン
も
ち

を
作
り
、
バ
ラ
茶
と
一
緒
に
試
食

し
ま
す

講
師

半
田
蓮
美
さ
ん

参
加
料

８
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

き
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

14
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
南
公
民
館
（
蕁
（26）
８

３
３
３
）

期
日

９
月
８
日
か
ら
10
月
27
日

ま
で
の
土
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
３
時
〜
５
時

会
場

南
公
民
館

定
員

15
人

内
容

楽
し
く
読
み
聞
か
せ
を
学

び
、
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
い
ま
す

講
師

山
田
郁
子
さ
ん

参
加
料

無
料
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

24
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
南
公
民
館（
蕁

（26）
８
３
３
３
）

日
ご
ろ
学
習
し
た
情
報
処
理
の

知
識
・
技
術
を
基
に
、
生
徒
が
講

師
と
な
っ
て
開
放
講
座
を
実
施
し

ま
す
。

期
日

８
月
22
日
（
水
）
・
23
日

（
木
）

時
間

午
後
１
時
〜
５
時

会
場

県
立
伊
勢
崎
商
業
高
等
学

校対
象

市
内
に
在
住
の
中
学
生
以

上定
員

40
人

内
容

表
計
算
ソ
フ
ト
で
の
関
数

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
ハ

ガ
キ
作
成
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
写
真
の
画
像
処
理
な
ど

※
教
職
員
も
参
加
し
て
補
助
し
ま

す受
講
料

１
、
１
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
を
使
用
。

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
パ
ソ
コ
ン
経

験
（
毎
日
使
用
・
週
１
回
位
使
用

月
１
回
位
使
用
・
ほ
と
ん
ど
使
用

し
た
こ
と
が
な
い
の
い
ず
れ
か
）

を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
返
信

15

講
座 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

花
み
ず
き
の
会
会
員
募
集

子

ど

も

お

琴

教

室

台

湾

料

理

教

室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

朗

読

講

座

県
立
伊
勢
崎
商
業
高
等
学
校

地
域
市
民
開
放
講
座

パ

ソ

コ

ン

教

室

・

先
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
０
０
１

波
志
江
町
１
１
１
６
　
県
立
伊
勢

崎
商
業
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
講
座

係申
込
締
切
日

８
月
８
日
（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

県
立
伊
勢
崎
商
業

高
等
学
校
の
飯
田
勝
美
さ
ん
（
蕁

（25）
４
５
５
１
）

期
日

９
月
３
日
か
ら
11
月
19
日

ま
で
の
月
曜
日
（
全
10
回
）

※
９
月
17
日
・
10
月
８
日
は
除
き

ま
す

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

※
す
で
に
受
講
し
た
人
は
除
き
ま

す定
員

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す※
１
人
で
複
数
人
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん

講
師

マ
エ
ダ
・
ポ
ー
ル
さ
ん
、

小
林
文
子
さ
ん

参
加
料

４
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

12
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
（
蕁
（32）

９
４
８
８
）

英

会

話

教

室

広島・長崎に原子爆弾が投下され、本年で62回目の夏を迎
えます。今、国内外で核兵器廃絶と平和への願いの運動が繰り
広げられています。平和を愛する世界各国の人々とともに、真
の恒久平和の実現に向けて、平和の推進の輪を広げましょう。
※本市では、永遠の世界平和への願いを込めたうちわを作成
しました。市役所本庁または各支所、公民館に用意してあり
ます（数に限りがあります）
問い合わせ 行政課（内線2323） 平和のうちわ平和のうちわ 平和のうちわ 

・



期
日

８
月
30
日
か
ら
12
月
20
日

ま
で
の
第
１
・
３
・
５
木
曜
日
（
全

10
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

※
す
で
に
受
講
し
た
人
は
除
き
ま

す定
員

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す※
１
人
で
複
数
人
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん

講
師

村
田
育
代
さ
ん

参
加
料

４
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

12
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
市
民
プ
ラ
ザ
（
蕁
（32）

９
４
８
８
）

期
間

９
月
３
日
（
月
）
か
ら
14

日
（
金
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

伊
勢
崎
商
工
会
議
所

対
象

就
職
を
希
望
す
る
60
歳
代

の
人

定
員

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

す

内
容

建
物
・
施
設
の
守
衛
警
備

や
交
通
誘
導
な
ど
の
知
識
を
習
得

し
ま
す

※
講
習
修
了
者
に
は
、
採
用
を
希

望
す
る
事
業
主
と
公
共
職
業
安
定

所
の
協
力
に
よ
る
合
同
面
接
会
を

行
な
い
ま
す

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

20
日
（
月
）
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
伊
勢
崎
（
蕁
（23）
８
６
０
９
）
ま

た
は
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
蕁
０
２
７
―
２
５
５
―

６
４
０
０
）

期
間

９
月
10
日
（
月
）
か
ら
18

日
（
火
）
ま
で

※
９
月
12
日
（
水
）
と
土
・
日
・

祝
日
は
除
き
ま
す

会
場

境
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
境

上
武
士
）

対
象

就
職
を
希
望
す
る
60
歳
代

前
半
の
人

定
員

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

す内
容

造
園
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
と
技
術
を
習
得
し
ま
す

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

28
日
（
火
）
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（24）
７
７
２
２
）
ま

た
は
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
蕁
０
２
７
―
２
５
５
―

６
４
０
０
）

期
日

10
月
７
日
か
ら
11
月
25
日

ま
で
の
日
曜
日
（
全
８
回
）

※
太
田
会
場
は
土
曜
日
の
場
合
が

あ
り
ま
す

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

中
央
総
合
学
院
前
橋
校
・

太
田
情
報
商
科
専
門
学
校

対
象

県
内
に
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
親
お
よ
び
寡
婦

定
員

各
会
場
20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

す

内
容

初
級
か
ら
中
級
程
度
の
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル

受
講
料

４
、
２
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
を
使
用
。

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
母
子

家
庭
の
母
親
ま
た
は
寡
婦
の
別
・

希
望
会
場
を
記
入
し
郵
送
し
て
く

だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
１
―
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

県
母

子
寡
婦
福
祉
協
議
会

申
込
締
切
日

９
月
７
日
（
金
）

※
当
日
必
着

問
い
合
わ
せ

県
母
子
寡
婦
福
祉

協
議
会
（
蕁
０
２
７
―
２
５
５
―

６
６
３
６
）
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県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業

パ

ソ

コ

ン

講

習

会

フ

ラ

ダ

ン

ス

教

室

造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

警

備

講

習

介護保険居宅介護サービス 

利用者負担金の助成 
本市では、介護保険の居宅介護サービス利用者に対し、

世帯の収入状況などを審査の上、自己負担金の一部を助成
しています。

対象者 次のいずれにも該当する人
①要介護被保険者または要支援被保険者
②市民税非課税世帯の人
③前年分の世帯の収入が、介護保険料および介護サービ
ス自己負担金を支払ったとき、生活保護基準を下回る
か、それと同程度で、利用者負担額の支払いが困難で
あると思われる人
④介護保険料の未納がない人

対象となる居宅介護サービス 訪問介護・訪問看護・通所
介護・福祉用具貸与・短期入所生活介護など
※介護予防サービスを含みます

助成内容 対象となる居宅介護サービス利用者負担金の2
分の1
※申請は、自己負担金の支払いが済んだ人に限ります

申し込み・問い合わせ 介護保険課（内線2153）また
は各支所福祉課

◆【場外発売】船橋市営第2回2節（船橋：市） ◆【場外発売】山陽小野田市営第3回2節（山陽） ナイターレース開催中 

◆【場外発売】飯塚市営第5回2節（飯塚） ◆【場外発売】飯塚市営第5回2節（飯塚） 

◆第31回群馬テレビ杯争奪戦 

◆【場外発売】千葉県営第2回2節（船橋：県） 

◆【場外発売】浜松市営第5回1節（浜松） 



難
病
患
者
見
舞
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
受
給
資
格
の
確
認
の

た
め
、「
難
病
患
者
見
舞
金
受
給
者

現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
な
い
と
、
本
年
度
の
見
舞

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
に
現
況

届
の
用
紙
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
付
会
場
な
ど
の
詳
細
は
同
封
の

通
知
文
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課
（
内

線
２
１
６
７
）
ま
た
は
各
支
所
福

祉
課自

分
た
ち
の
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
皆
さ
ん
を
応
援
す
る

た
め
、
企
画
公
募
型
の
支
援
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
や

申
込
方
法
は
、
説
明
会
へ
参
加
し

て
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
説
明
会

期
日

①
８
月
14
日
（
火
）、
②

８
月
21
日
（
火
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
課(

蕁

（21）
６
７
１
２)

就
職
を
目
指
す
母
子
家
庭
の
お

母
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
、
本
市

で
は
次
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付
の

受
給
資
格
の
な
い
人
が
、
教
育
訓

練
給
付
の
指
定
講
座
ま
た
は
市
が

指
定
し
た
講
座
を
受
講
し
、
修
了

し
た
場
合
に
、
受
講
費
用
の
一
部

を
支
給
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
親
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
人

①

受
講
開
始
日
現
在
、
雇
用
保

険
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受

給
資
格
が
な
い
人

②

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た

は
同
等
の
所
得
水
準
の
人

③

就
業
す
る
た
め
に
、
教
育
訓

練
給
付
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人

④

以
前
に
こ
の
事
業
に
よ
る
支

給
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

支
給
額

受
講
費
用
の
４
割
相
当

額
（
上
限
20
万
円
、
下
限
８
千
円
）

●
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業

看
護
師
・
准
看
護
師
・
介
護
福

祉
士
・
保
育
士
・
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
歯
科
衛
生
士
な
ど

の
資
格
を
取
得
す
る
養
成
機
関
で
、

２
年
以
上
修
業
す
る
場
合
に
、
修

業
期
間
の
最
後
の
３
分
の
１
に
相

当
す
る
期
間
に
つ
い
て
、
促
進
費

を
支
給
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
親
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
人

①

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た

は
同
等
の
所
得
水
準
の
人

②

養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以

上
修
業
し
、
対
象
資
格
を
取
得

見
込
み
の
人

③

就
業
ま
た
は
育
児
と
養
成
機

関
で
の
修
業
の
両
立
が
困
難
な

人
④

以
前
に
こ
の
事
業
に
よ
る
支

給
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

支
給
額

月
額
10
万
３
千
円
（
上

限
12
か
月
）

●
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
自
立

就
業
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
状

況
に
応
じ
た
自
立
支
援
計
画
を
策

定
す
る
事
業
で
、
専
門
の
相
談
員

が
計
画
を
立
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
就
職
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

対
象

児
童
扶
養
手
当
受
給
者

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を

除
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
（
内

線
２
１
１
６
）

17

お
知
ら
せ 

難
病
患
者
見
舞
金
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

市
民
提
案
型
協
働
ま
ち
づ
く
り

支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
す

母
子
家
庭
自
立
支
援
事
業

・

多賀谷寿彦さん（昭和町）が、7月4

日付けで選挙管理委員に就任しました。

任期は平成21年3月22日までです。

問い合わせ 選挙課（内線2339）

選挙管理委員に
多賀谷寿彦さんが就任

▲ 多賀谷寿彦さん

献血にご協力ください
～全血献血（200ml・400ml）～

期日 8月24日（金）

時間 午前9時30分～正午

会場 境支所

問い合わせ 境支所福祉課（蕁74－0368）

期日
●スペイン語＝9月6日から12月13日までの木曜日
（全15回）
●ポルトガル語＝9月5日から12月12日までの水曜
日（全15回）
時間 午後7時～9時
会場 広瀬生涯学習館
定員 各15人
内容 スペイン語・ポルトガル語に親しむための初心
者向け基礎講座
参加料 無料
申し込み・問い合わせ 8月13日（月）午前9時から
電話で生涯学習課（内線2433）

平成 
19年度 外国語講座 外国語講座 外国語講座 

（こんにちは） （こんにちは） 

スペイン語 ポルトガル語 
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本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
子
育
て

を
す
る
人
や
、
現
在
子
育
て
中
の

人
の
た
め
の
情
報
が
満
載
の
冊
子

「
子
育
て
支
援
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
に
関
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

各
種
相
談
窓
口
、
出
産
・
育
児
に

関
す
る
情
報
な
ど
が
幅
広
く
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

配
布
場
所

子
育
て
支
援
プ
ラ
ザ

（
児
童
家
庭
課
内
）
・
各
支
所
福

祉
課
・
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
プ
ラ

ザ
（
蕁
（22）
１
１
５
１
）
ま
た
は
児

童
家
庭
課
（
内
線
２
１
１
７
）

期
日

８
月
18
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場

い
せ
さ
き
明
治
館

演
題

伊
勢
崎
の
織
物
に
ま
つ
わ

る
逸
話
あ
れ
こ
れ

内
容

全
国
に
知
ら
れ
た
伊
勢
崎

銘
仙
の
隆
盛
と
、
そ
の
陰
に
隠
れ

て
い
る
数
々
の
逸
話

講
師

五
十
嵐
満
さ
ん
（
伊
勢
崎

織
物
協
同
組
合
事
務
局
長
）

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
ま
ち
ガ
イ

ド
の
伊
比
さ
ん（
蕁
（24）
９
３
１
５
）

●
近
世
伊
勢
崎
俳
壇
と
蕪
村

期
日

９
月
４
日
（
火
）

内
容

与
謝
蕪
村
と
同
時
代
の
伊

勢
崎
俳
壇
に
お
け
る
文
学
的
達
成

の
高
み
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

ま
す

講
師

安
保
博
史
さ
ん
（
県
立
女

子
大
学
教
授
）

●
「
源
氏
物
語
」
の
女
君
た
ち
Ⅱ

期
日

９
月
14
日
（
金
）

内
容

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
光

源
氏
を
め
ぐ
る
女
君
た
ち
に
視
点

を
置
い
て
、「
源
氏
物
語
」
の
魅

力
に
迫
り
ま
す

講
師

竹
内
正
彦
さ
ん
（
県
立
女

子
大
学
准
教
授
）

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
18

歳
以
上
の
人

定
員

50
人

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

８
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
赤
堀
公
民
館
（
蕁

（62）
１
１
５
３
）

期
日

10
月
21
日
（
日
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

会
場

高
崎
経
済
大
学（
高
崎
市
）

受
験
料

１
６
、
０
０
０
円

※
同
日
に
実
施
す
る
受
験
講
習
料

を
含
み
ま
す

※
申
込
書
は
８
月
24
日
（
金
）
ま

で
下
水
道
管
理
課
で
配
布
し
て
い

ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

31
日
（
金
）
ま
で
に
下
水
道
管
理

課
（
内
線
２
４
０
７
）

期
日
・
会
場

９
月
８
日
（
土
）
＝
境
プ
ー
ル

９
月
９
日
（
日
）
＝
広
瀬
川

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上

定
員

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

内
容

カ
ヌ
ー
の
基
本
・
川
下
り

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

昼
食
・
飲
み
物
・

着
替
え

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

７
日
（
火
）
か
ら
９
月
３
日
（
月
）

ま
で
に
直
接
境
運
動
施
設
管
理
事

務
所(

蕁
（74）
１
１
１
３
）

●
大
会

期
日
・
会
場

９
月
９
日
（
日
）
＝
市
民
体
育
館

９
月
16
日
（
日
）
＝
第
二
市
民
体

育
館

時
間

午
前
９
時
開
始
（
予
定
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
で
編
成
し
た
本
年
度
登
録

チ
ー
ム

※
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す

参
加
料

３
、
０
０
０
円

※
代
表
者
会
議
の
と
き
に
お
支
払

く
だ
さ
い

●
代
表
者
会
議

期
日

８
月
27
日
（
月
）

時
間

午
後
７
時
開
始

会
場

市
民
体
育
館
会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

26
日
（
日
）
ま
で
に
直
接
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
市
民
体
育
館
内
、
蕁

（30）
１
３
０
２
）

催
し 

ス
ポ
ー
ツ 

群
馬
県
立
女
子
大
学

出

前

文

学

講

座

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

子
育
て
支
援
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を

配
布
し
て
い
ま
す

カ

ヌ

ー

教

室

秋
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
５
回

い

せ

さ

き

明

治

館

語か
た
る

部べ

の

集

い

期日 8月21日（火）
時間 午後6時30分開始
会場 いせさき市民のもり公園管理事務所
調整対象公園 宮子東公園・宮子西公園・西部中央公園・
広瀬公園の多目的広場（グラウンド）
調整期間 10月から平成20年9月まで
問い合わせ いせさき市民のもり公園（蕁20－3333）

公園多目的広場（グラウンド）
使用日程調整会議 休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場

（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

8月18日（土）

8月19日（日）

8月25日（土）

8月26日（日）

（有）矢内設備工業

（株）高岸設備工業

三和水工（株）

（有）須田設備工業

蕁32ー6053

蕁25ー7278

蕁32ー0575

蕁62ー2349
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期
日

９
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で

の
木
曜
日

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

第
二
市
民
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
の
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
の
初
心
者

内
容

基
本
か
ら
応
用
ま
で

定
員

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

20
日
（
月
）
か
ら
26
日
（
日
）
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
（
蕁
（23）
７

０
１
５
）

※
８
月
21
日
（
火
）
は
休
館
で
す

期
日

８
月
19
日
（
日
）

時
間

午
前
６
時
集
合

会
場

市
陸
上
競
技
場

※
雨
天
の
場
合
は
市
民
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
の
人

参
加
料

無
料

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し

上
げ
ま
す

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

市
体
育
協
会
（
蕁

（23）
４
３
１
６
）
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
市
民
体
育
館
内
、
蕁
（30）

１
３
０
２
）

期
間

８
月
９
日
（
木
）
か
ら
９

月
７
日
（
金
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

県
河
川
課
・
伊
勢
崎
土
木

事
務
所
・
道
路
維
持
課
な
ど

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://pref.

gu
n
m
a.jp
/

）
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す

計
画
案
に
対
す
る
公
聴
会

期
日

９
月
30
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時

会
場

伊
勢
崎
土
木
事
務
所

※
公
聴
会
で
意
見
の
発
表
を
希
望

す
る
人
は
、
公
述
申
出
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
９
月
７
日
（
金
）

ま
で
に
直
接
県
河
川
課
へ
。
公
聴

会
で
発
表
は
望
ま
な
い
が
、
原
案

に
対
し
意
見
の
あ
る
人
は
、
意
見

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
９
月

７
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

直
接
県
河
川
課
へ

※
公
述
申
出
書
お
よ
び
意
見
書
は
、

計
画
案
縦
覧
会
場
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す

問
い
合
わ
せ

県
河
川
課
（
蕁
０

２
７
―
２
２
６
―
３
６
１
７
）ま
た

は
道
路
維
持
課（
内
線
２
２
０
３
）

次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
・
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
大
沢
清
一
郎
さ
ん
（
除
ケ
町
）

か
ら
南
小
学
校
へ
図
書
５
冊

蟋
菊
田
宏
さ
ん
（
玉
村
町
）
か
ら

文
化
財
保
護
課
へ
き
り
絵
１
点

蟋
早
川
勇
索
さ
ん
（
三
和
町
）
か

ら
あ
ず
ま
福
祉
作
業
所
へ
庭
土
・

整
地
一
式

蟋
境
中
三
三
会
か
ら
境
図
書
館
へ

Ｃ
Ｄ
14
枚

蟋
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
（株）
群
馬
支
社
か
ら
伊
勢
崎
ハ
イ

ツ
へ
ジ
ュ
ー
ス
１
ケ
ー
ス

蟋
（株）
浅
野
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ

１
０
、
０
０
０
円

蟋
山
崎
金
属
産
業
（株）
か
ら
あ
ず
ま

小
学
校
・
あ
ず
ま
北
小
学
校
へ
黄

色
い
帽
子
１
７
５
個

蟋
第
三
中
学
校
平
成
18
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

１
台

蟋
ジ
ャ
ザ
サ
イ
ズ
サ
ー
ク
ル
か
ら

福
祉
事
業
基
金
へ
１
０
、
０
０
０

円
、
市
内
各
保
育
所
へ
フ
ラ
フ
ー

プ
16
本
・
ボ
ー
ル
13
個

第
16
回

夏
季
ラ
ジ
オ
体
操
会

利
根
川
中
流
圏
域

河
川
整
備
計
画
案
の
縦
覧

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

雑
が
み
と
は
、
古
紙
の
中
で
「
ダ

ン
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
・
雑
誌
・
紙

パ
ッ
ク
」
以
外
の
「
紙
袋
・
カ
レ

ン
ダ
ー
・
コ
ピ
ー
用
紙
・
封
筒
・

は
が
き
」
な
ど
を
い
い
ま
す
。

雑
が
み
は
、
資
源
の
日
に
地
区

の
資
源
回
収
場
所
の
ネ
ッ
ト
袋
に

入
れ
て
、
回
収
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
庁
や
各
支
所
、
旧
伊

勢
崎
・
赤
堀
地
区
の
各
公
民
館
に

は
、
回
収
袋
が
常
時
設
置
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
指
定
日
に
関
係
な

く
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
度
、
旧
伊
勢
崎
地
区
の
各

公
民
館
で
回
収
し
た
雑
が
み
の
量

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
北
公
民
館
＝
１
、
４
４
６
㎏

●
南
公
民
館
＝
１
、
１
１
４
㎏

●
殖
蓮
公
民
館
＝
１
、
４
５
２
㎏

●
茂
呂
公
民
館
＝
１
、
４
７
３
㎏

●
三
郷
公
民
館
＝
１
、
５
３
９
㎏

●
宮
郷
公
民
館
＝
１
、
４
２
３
㎏

●
名
和
公
民
館
＝
８
６
２
㎏

●
豊
受
公
民
館
＝
１
、
１
４
５
㎏

ご
み
の
減
量
の
た
め
、
引
き
続

き
雑
が
み
な
ど
資
源
ご
み
の
回
収

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
21
（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

雑
が
み
を
資
源
に



20

手島陽介さん 
（東京福祉大学大学院臨床心理学専攻2年） 

現
代
人
が
抱
え
る
悩
み
を
解
消
し
た
い 

関
係
、
親
と
の
か
か
わ
り
な
ど
、

高
校
生
に
と
っ
て
の
ス
ト
レ
ス
の

要
因
は
、
私
た
ち
が
感
じ
る
以
上

に
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
は
こ
の
調
査
を
元
に
し
て
、

心
を
楽
に
す
る
た
め
の
臨
床
心
理

技
法
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
の
普
段
の
授
業
で
は
、

主
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
や

理
論
を
学
ん
で
い
ま
す
。
大
学
院

生
同
士
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
と
相

談
者
役
に
分
か
れ
、
場
面
を
設
定

し
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
興
味

の
あ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
討
論

を
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、

こ
の
時
間
が
楽
し
く
て
、
気
付
く

と
夜
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
よ

不
登
校
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
心
の

問
題
に
対
し
て
相
談
援
助
を
す
る
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
必
要

性
が
教
育
機
関
で
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
社
会
や
企
業
で
は
、

現
代
人
が
多
く
抱
え
る
ス
ト
レ
ス

や
仕
事
上
の
悩
み
を
解
消
す
る
た

め
の
援
助
を
行
う
、
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
い
う
職
業
も
あ
り
ま
す
。

私
は
今
、
修
士
論
文
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
論
文
調
査
の
た
め
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
テ
ス
ト
と
い
う

心
の
健
康
度
を
量
る
テ
ス
ト
を
６

０
０
人
の
高
校
生
を
対
象
に
行
い

ま
し
た
。
調
査
の
結
果
か
ら
ま
ず

気
付
い
た
こ
と
は
、
今
の
高
校
生

は
予
想
以
上
に
疲
れ
て
い
る
な
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
学
校
や
友
人

皆
さ
ん
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
い
う
職
業
を
ご
存
知
で
す
か
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
臨
床
心
理

士
と
い
う
資
格
を
持
つ
人
た
ち

が
、
心
理
的
な
問
題
を
取
り
扱

う
「
こ
こ
ろ
の
専
門
家
」
と
し

て
、
問
題
解
決
に
向
け
た
支
援

を
行
う
職
業
で
す
。

特
に
最
近
で
は
、
い
じ
め
や

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

く
あ
り
ま
す
。

大
学
院
１
年
生
の
時
に
は
、
病

院
で
の
実
習
も
経
験
し
ま
し
た
。

実
際
の
臨
床
心
理
の
場
面
で
は
、

机
の
上
や
本
の
中
で
は
学
べ
な
い

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
大
学
院
付
属
の
臨
床
心
理
相

談
所
で
も
何
度
か
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
現
場
に
立
ち
会
う
こ
と
も
あ

り
、
大
変
よ
い
経
験
を
重
ね
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
今
後
さ
ら
に
臨
床
心
理

学
の
勉
強
を
続
け
、
博
士
課
程
後

期
へ
進
学
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
臨
床
心
理
士
に
な
る
と
い
う

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　日程　下表のとおり 
　　　　　　　　　　　定員　各10人（先着順） 
　　　　　　　　　　　内容　Microsoft Excelを使 
　　　　　　　　　　　　った表計算の基本操作 
　　　　　　　　　　　参加料　無料 
問い合わせ　生涯学習課（内線2433） 
　※公民館の受付開始日は各公民館によって異なりま 
　す。直接、各公民館へお問い合わせください 

※広瀬生涯学習館については、8月28日（火）午前9時から 
電話で生涯学習課(内線2433)

北 公 民 館  

 

南 公 民 館  

 

殖 蓮 公 民 館  

茂 呂 公 民館  

 

三 郷 公 民 館  

 

宮 郷 公 民 館  

 

名 和 公 民 館  

 

豊 受 公 民 館  

 

赤 堀 公 民 館  

 

あずま公民館 

 

境 公 民 館  

 

境采女公民館 

 

境剛志公民館 

 

境島村公民館 

 

境 東 公 民 館  

ＩＴ講習日程表 

会場・申し込み・ 

問い合わせ 
期　間 時　　間 

　25－4547 

　 

　26－8333 

　26－4560 

　25－2671 

　 

　23－1952 

　 

　25－2356 

　 

　32－0034 

　 

　32－0350 

　 

　62－1153 

　 

　62－0115 

　 

　74－5105 

　 

　76－0013 

　 

　74－0168 

　 

　74－9345 

　 

　74－0453

9月25日～28日 

10月 1日～ 4日 

9月25日～28日 

10月22日～25日 

9月 3日～ 6日 

10月22日･23日･ 

　　　24日･26日 

9月10日～13日 

10月 1日～ 4日 

9月18日～21日 

10月16日～19日 

9月25日～28日 

10月16日～19日 

9月 4日～ 7日 

10月23日～26日 

9月10日～13日 

10月 9日～12日 

9月 4日～ 7日 

10月 9日～12日 

9月11日～14日 

10月 2日～ 5日 

9月18日～21日 

10月 9日～12日 

9月18日～21日 

10月15日～18日 

9月 4日～ 7日 

10月23日～26日 

9月18日～21日 

10月 9日～12日 

9月10日～13日 

10月 1日～ 4日 

9月25日～28日 

10月15日～18日 

午後1時30分～4時30分 

午前9時～正午 

午後6時～9時 

午前9時～正午 

 

午後1時30分～4時30分 

 

午後1時30分～4時30分 

午前9時～正午 

午後6時～9時 

午後1時30分～4時30分 

午後6時30分～9時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

午後6時～9時 

午後1時30分～4時30分 

午後6時～9時 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午前9時～正午 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午後1時30分～4時30分 

 

午前9時～正午 

午後1時30分～4時30分 

午前9時30分～午後0時30分 

9・10月
 

の 

広 　 　 瀬  

生涯学習館※ 
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h
ttp
://w

w
w
.lib
rary.ise

saki.g
u
n
m
a.jp

赤堀図書館 

あずま図書館 

今月の休館日 

境図書館 

伊勢崎市図書館 
■「子馬の会」の皆さんによる読み聞かせ

期日 ８月11日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

■ファミリーミュージカル

「美女と野獣」

期日 ８月25日（土）
時間 午後２時開始
会場 赤堀芸術文化プラザ
内容 「劇団アラムニー」の皆さんによる
公演です
※終了後に図書の無料配布をします

入場料 無料

■子ども放送局

８月はお休みです

■こども映画会

「ムーミン谷の彗
すい

星
せい

」

期日 ８月25日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 おさびし山のてっぺんにある天文台
へ行く途中、ムーミンたちはスナフキン
と出会い…

■「たんぽぽの会」の皆さんによる読み聞

かせ

期日 ８月18日・９月１日の土曜日
時間 午後２時30分開始
会場 絵本コーナー

■としょかんこども会

期日 ９月１日（土）
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 「だるまちゃんが
ころんだ」の皆さんに
よる絵本や紙芝居の読
み聞かせ

■名作映画劇場

「アンネの日記」

期日 ８月８日（水）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■こどもアニメシアター

「火
ほ

垂
た

るの墓」

期日 ８月12日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター

「男たちの大和」

期日 ８月19日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■夏休み特別シアター

「ポケットモンスター　アドバンスジェ

ネレーション」

期日 ８月９日・16日・23日の木曜日
時間 午後２時30分開始
会場 視聴覚室

■おはなしタイム

８月はお休みです

伊勢崎市図書館

水曜日と30日（館内整理日）

赤堀図書館

第1・3火曜日と31日（館内整理日）

あずま・境図書館

月曜日と31日（館内整理日）

市民プラザ図書室

第2・4火曜日



交
付
場
所

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
子

※
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠

中
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
育
っ
て

い
け
る
よ
う
に
、
保
健
師
・
助
産

師
が
家
庭
を
訪
問
し
、
体
重
測
定

や
発
育
・
母
乳
な
ど
の
育
児
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
母

さ
ん
の
体
の
相
談
な
ど
も
行
い
ま

す
。

対
象

生
後
２
か
月
ご
ろ
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
母
親

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

受
診
す
る
と
き
は
、
郵
送
さ
れ

た
受
診
券
と
受
診
票
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

期
日
・
会
場

●
８
月
29
日
（
水
）
＝
島
村
公
民

館●
９
月
３
日
（
月
）
・
５
日
（
水
）

６
日
（
木
）
＝
境
剛
志
公
民
館

●
９
月
10
日
（
月
）
・
11
日
（
火
）

＝
境
東
公
民
館

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

対
象

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
市
内
に
在
住

の
20
歳
以
上
の
女
性

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
市
内

に
在
住
の
40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢

の
女
性

※
年
齢
は
平
成
20
年
３
月
31
日
現

在
の
も
の
で
す

内
容

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
診
察
・
子
宮

頚け
い

部ぶ

細
胞
診

●
乳
が
ん
検
診
＝
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
（
乳
房
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

と
視
触
診

※
豊
胸
手
術
を
し
た
人
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
授
乳
期
（
出

産
後
２
年
間
）
の
人
は
、
集
団
検

診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
医
療
機

関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

※
分
泌
物
・
し
こ
り
・
ひ
き
つ
れ

痛
み
な
ど
の
心
配
の
あ
る
人
は
、

外
科
ま
た
は
乳
腺
専
門
外
来
の
あ

る
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

●
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
視
触
診

受
診
料

●
子
宮
が
ん
検
診
＝
５
０
０
円

●
乳
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
＝
１
、

０
０
０
円

※
70
歳
以
上
お
よ
び
老
人
保
健
法

に
よ
る
医
療
受
給
者
証
取
得
者
・

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

受
診
す
る
と
き
は
、
郵
送
さ
れ

た
受
診
券
と
問
診
票
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

期
間

８
月
24
日
（
金
）
か
ら
31

日
（
金
）
ま
で

※
８
月
26
日
（
日
）
は
除
き
ま
す

受
付
時
間

午
前
８
時
〜
10
時

会
場

殖
蓮
公
民
館

対
象

●
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
＝
市
内
に

在
住
の
40
歳
以
上
の
人

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
市
内
に
在

住
の
50
歳
以
上
84
歳
以
下
の
男
性

内
容

●
胃
が
ん
検
診
＝
空
腹
で
受
診
し
、

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
を
し
ま
す

●
大
腸
が
ん
検
診
＝
事
前
に
配
布

し
た
採
便
セ
ッ
ト
で
２
日
分
の
便

を
採
り
、
会
場
に
提
出
し
ま
す

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
血
液
検
査

と
問
診
を
行
い
ま
す

受
診
料

●
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
＝
各
５
０

０
円

●
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
無
料

※
70
歳
以
上
お
よ
び
老
人
保
健
法

に
よ
る
医
療
受
給
者
証
取
得
者
・

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日

９
月
４
日
（
火
）
・
14
日

（
金
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

※
１
日
目
は
、
受
付
時
間
内
に
ビ

デ
オ
を
上
映
し
ま
す

会
場

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
な
る
人

内
容

１
日
目
＝
お
産
の
経
過
や

補
助
動
作
・
沐も

く

浴よ
く

実
習
・
妊
婦
体

験
な
ど
、
２
日
目
＝
講
義
「
妊
娠

中
か
ら
の
食
生
活
」
・
先
輩
マ
マ

と
の
交
流

用
意
す
る
物

母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
は
毎
回
、
１
日
目
＝
バ

ス
タ
オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

開
催

日
の
３
日
前
ま
で
に
、
あ
ず
ま
保

健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
し
た
人
に
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
ま
す
。

両

親

学

級

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

新
生
児
の
訪
問
相
談

・

・

子
宮
が
ん
・
乳
・
甲
状
腺

が
ん
集
団
検
診

22

胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん

集
団
検
診

・



早寝早起き朝ごはん 
成長期である子どもたちが健やかに成長していくためには、

「よく体を動かし、よく食べ、よく
眠る」ことが重要です。
しかし、最近では朝食を食べなか

ったり、夜10時以降に就寝したり
するなど子どもたちの生活リズムが
大きく乱れてきています。
こうした生活リズムの乱れが学習

意欲や体力、気力の低下、イライラ
の要因の一つと指摘されています。
まずは、今までより30分早く起きて、家族みんなで楽しく

朝ごはんをしっかり食べるところから始めてみませんか。

●生活リズムを整えるためには
①朝の光を浴びる
②朝ごはんをしっかり食べる
③昼は元気に活動する
④夜は早く眠る

●朝ごはんに何を食べたらいい？
脳のエネルギー源になるご飯

やパンなどを中心に、温かい汁
物や肉や魚、卵、豆腐などの主
菜を１品と野菜やイモ類、海藻
類などを材料としたおかずをバ
ランス良く食べましょう。さら
に、果物や乳製品がプラスされ
るとカンペキです。

以上のような生活を家族みんなで習慣付けることが大切です。

【健康川柳紹介】
健康は　早寝早起き　三度の食事（豊城町　斉藤寿枝さん）
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期
日

９
月
２
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
集
合

集
合
場
所

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

西
駐
車
場

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
で
医

師
か
ら
運
動
の
制
限
を
受
け
て
い

な
い
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
で
き
ま
す

コ
ー
ス

鎌
倉
武
士
ゆ
か
り
の
里

コ
ー
ス
（
い
せ
さ
き
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
澳
）

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

動
き
や
す
い
服
装

タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
し
込
み

所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
８
月
24
日
（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
所
定
の
用
紙
は
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
・
公
民
館
な
ど
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
の

資
格
を
持
っ
て
い
て
、
現
在
は
家

庭
に
い
る
な
ど
看
護
職
に
就
い
て

い
な
い
人
に
資
格
を
活
用
し
て
も

ら
う
た
め
「
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
」
へ

の
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
各
保
健
セ
ン
タ
ー

●
県
看
護
協
会
（
蕁
０
２
７
―
２

６
９
―
５
５
６
５
）

●
伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所
（
蕁

（25）
５
０
６
６
）

母
乳
が
足
り
て
い
る
か
、
ほ
乳

量
を
測
り
た
い
、
卒
乳
し
た
い
な

ど
、
母
乳
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と

に
助
産
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

期
日

８
月
31
日
（
金
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
電
話
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

母
子
健
康
手
帳
・

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病
を
抱
え
る

人
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
し
ま
す
。

期
日
・
内
容

左
表
の
と
お
り

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所

定
員

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
か
ん
ら
ん
し
ゃ
」

代
表
の
平
沢
イ
ツ
子
さ
ん
（
蕁
・

（24）
６
７
４
２
）

母

乳

相

談

在
宅
看
護
師
カ
ム
バ
ッ
ク
作
戦

・

み
ん
な
で
た
の
し
く

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　現在、伊勢崎駅周辺では鉄道の高架工事も始まり、土地区画整理事業による道路の整備などに取り組

んでいます。今回、伊勢崎駅前周辺を特例市にふさわしい顔として整備するために、市民の皆さんの意

見をお聞きする意識調査を行います。ご協力をお願いします。 

調査対象　16歳以上の市民2,000人（無作為抽出） 

調査方法　郵送によるアンケート調査 

回答締切日　8月31日（金）（予定） 

問い合わせ　都市開発課（　21－7490） 

伊勢崎駅前周辺整備に対する市民意識調査にご協力を 

日程表 

9月 7日（金） 

9月14日（金） 

9月18日（火） 

9月19日（水） 

9月20日（木） 

9月21日（金） 

9月27日（木） 

期　日 内　　　容 

ボランティアについて 

精神科医による講話 

 

施設での実習 

（2日間以上） 

 

まとめ 
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小学生のころ、夏休み
になると、スタンプカー
ドを持って朝6時半から
のラジオ体操に出かけて
いました。
涼しい朝方は運動には

もってこいですが、就寝
中に汗をかくので、寝起
きの体は軽い脱水状態に
あります。
早朝の散歩や体操を日

課にしている人はもちろ
ん、朝から仕事を頑張る
人も、寝起きにコップ１
杯の水を飲んでみてはい
かがでしょうか。体がリ
セットされ、胃腸も適度
に刺激されるそうです。

（朗）

30

朝は元気なあいさつから（赤堀小学校）

校門に近づくと「おはようございます」と児童たち
の元気な声が聞こえてきます。赤堀小学校では、4

年生から6年生で構成された交流委員会のメンバー27人
が中心となり、手作りのたすきをかけて、朝の「あいさ
つ運動」を行っています。
最初は小さかった声も、だんだん大きな声が出せるよ

うになったとか。委員の皆さんは「大きな声であいさつ
をすると、すっきりしてさわやかな気持ちになります。
雨の日や風の強い日は大変だけれど、みんな笑顔であい
さつしています」と元気に語ってくれました。

マツにはクロマツ、アカマツなどの種類があ
ります。常緑樹で冬も緑を茂らせ、若さや不老
長寿の象徴とされ、「竹」「梅」と合わせておめ
でたい木とされています。能や狂言の舞台には
背景として必ず描かれており、日本の文化を象
徴する木でもあります。
マツは本市の全域に生育しており、庭木や盆

栽としても広く愛されています。特に神社・仏
閣、街道筋などに多く見られ、県内でも有数の
名木もあります。また、公園や公共施設などに
も数多く植栽されています。

問い合わせ 地域振興課（内線2443）


